
事業概要 【高知県電子入札システム共同利用事業】

自治体名 高知県南国市 人口 45,979人 事業費 4,032千円

事業概要

高知県が運用している電子入札システムを利用し、入札手続きのDX化を図ることで、応札者は入札会場へ移動する必要が無くなり、システム

稼働時間内であれば応札することができるようになるため、地理的・時間的条件にとらわれず入札に参加することが可能となる。また、システム内に

入札金額を入力するだけで、入札手続が完了するため、入札書や委任状の作成が不要になる。

これにより、応札者側の事務負担が軽減されることで、入札参加機会が拡大され、競争性が高まり、また、公共調達の透明性と効率性が向上

するため、結果として、最適な公共調達による住民サービスの向上に繋がる。

具体

サービス

高知県が運用している電子入札システムを利用する
ことで、以下の入札事務をインターネットを利用して⾏
えるようになる。なお、対象業務は高知県電子入札
システムの共同利用であるため、高知県が対象として
いる建設工事、測量・建設コンサルタント等業務の入
札案件とする。

発注者：入札情報の登録・管理、公告・指名通知、
開札、落札決定、入札結果の公開

応札者：公告閲覧・指名通知書の受領、入札
対象業務：建設工事、測量・建設コンサルタント等

業務

主な

KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①電子入札利用率

【アウトカム指標（成果指標）】
①電子入札共同システムの利用者満足度割合

発注者

応札者

インターネット

インターネット

①公告・指名通知
②開札
③落札決定
④入札結果の公開

①公告閲覧・指名通知書の受領
②入札

【電子入札導入前】
発注者：入札会場の手配や入札書（紙）のチェックなど負担大
応札者：入札会場への移動や入札開始時間までの待機など負担大

【電子入札導入後】
入札事務をシステム上で行うため、負担が軽減される

電子入札システム ※

※ 入札情報を登録・管理する執行管理システム
入札情報を掲示する入札情報システムを含む


